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研 究 に 当 た っ て

幼児は現在,都 市化,情 報化,国 際化等と著 しく変化 している毎 日の中で生活 している。今

後,さ らにこの傾向は強 くな って くると思われる。めま ぐる しく移 り変わるこれか らの社会を

生 きてい くためには,一 人一人が 自分で考え,判 断するカを身に付けるなどして,主 体的に生

活 してい くことが大切である。

幼児期 は生涯学習の基礎づ くりとして,特 に重要な時期である。 したがって幼稚園生活の中

では自分で考え,行 動す る態度を身に付 けるとともに豊かな心やた くま しさをもち,自 ら生活

を展開 してい く幼児を育成することが必要であると考えた。

また,今 年度 は指導の在 り方に焦点をあて,幼 児が主体的に生活を展開 して,生 き生 きと充

実 した生活がお くれるようになるためにはどのような指導を していったらよいかについて具体

的な指導の方法を探 っていきたい と考え,「 幼児が主体的に生活 して い くための指導の在 り

方」と主題 を設定 して研究を進めることに した。研究に当た ってはr感 じたことをのびのびと

表現す る力を養 うために」と,ri自 らつ まず きを乗 り越えてい く幼児を育てる援助の在 り方」

の二つの部会を構成 した。主な研究内容 は次の通 りであ る。

第1部 会 感 じた ことをのびのびと表現する力を養 うために

幼児が主体的に生活 していくためには,一 人一入が自分の思 いや感 じたことを,の びのびと

表現す る力を養い,自 己実現 したり,楽 しかった経験を積み重ねることが大切である。

幼児が様 々に表現 している姿から,表 現す る力について探 り,教 師の援助の在 り方を研究す

ることに した。 そこで,表 現する力について視点を もって見ることで,指 導の手だてをみいだ

し 幼児が十分 に自己を発揮 して生活で きるようになるための指導法 につ いて探 った。

第2部 会 自らっまず きを乗 り越えてい く幼児を育て る援助の在 り方

幼児がのびのびと自分を表 し,主 体的に生活を展開 してい くためには,教 師によって発達に

応 じた環境が保障されていることが必要である。幼児が遊びの中でっ まず き,乗 り越えること

が困難な状態で いる時,教 師は幼児をどのように受け止め,ど のように援助を していくと幼児

の発達が促 され るのか。教師一人一人の考え方をアンケー トや面接調査で探 るとともに,一 場

面での対象児の行動分析を行いっまず きの原因を明 らかに し,援 助の在 り方を探 った。
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幼児が主体的に生活 していくための指導の在り方

感 じたことをのびのびと表現する力を養うために

1主 題設 定 の 理 由

幼児を取 り巻 く生活環境 は大 きく変容 し,そ れに伴い生活経験が多様に変化 してきている。

幼児の遊 びの中にテ レビやボタ ンの操作を して遊ぶゲームなど,工 夫の余地のない遊びが大

きな位置を占めたり,少 子化傾向による過干渉が増えたりして,受 身の生活が多 く幼児が 自

分か ら表現す る必要が少な くなって きている。 しか し,こ れか らの生活をより豊かに過 ごし

てい くためには自分の思いを表現 した り,人 の思いを受け止めたりしなが ら人 とのかかわ り

を もち,個 性を発揮 して生活 してい くことが大切 になって くると思われる。

幼児が 自分の思いをのびのびと表現 している様子を見てみると,表 情が生き生 きとし,次

々と遊びの目あてをもったり,イ メージをふ くらませた りして遊びを楽 しんでい くことが多

い。そ して,主 体的 に生活 してい くことは,こ のよ うな個々の遊びが充実 したり楽 しか った

体験を積み重ねてい くことである。 したが って,心 身の発達が著 しく,人 間性の素地が養わ

れる幼児期 こそ,豊 かな体験をすることで表現す る力を育て,自 分な りの感 じ方を自分 らし

い表 し方で,の びのびと表現す ることの喜びや楽 しさを味わわせてい くことが大切である。

幼児 は本来,感 じたことや考えたことを表現 したい欲求を もち,内 面 にある思いやイメー

ジを言葉や動 きで表 したり,相 手に伝えよ うとしたりしている。 しか し,私 たちは幼児がそ

の幼児なりの方法で表現 していることを十分に読み取 ることができなか った り,見 落と した

りしているのではないだろうか。 このよ うな指導の反省を もとに,幼 児の表現する力を支え

ているものは何か,そ の視点をと らえ,さ らに,幼 児が感 じたことをのびのびと表現 し,十

分に自己を発揮 して生活できるよ うになるたあには,ど のような指導が必要なのかを探 って

いきたいと考え,主 題を設定 した。

∬ 研 究 方 法

1幼 児の行動の記録か ら,幼 児の表現す る力のとらえ方を探 る。

2感 じたことをのびのび と表現す る力を養 うための指導の在 り方について考え る。

o観 察対象児の表現する力の特徴を とらえ,そ のよさを生かす指導の方針をとらえ る。

O指 導の方針を もとに実践 し,指 導の在 り方 について考え る。
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皿 研究内容

1.幼 児の表現について

表現 とは,幼 児の心の内にあるものを動 きや言葉などにより,人 に伝え る働きである。幼

児は,毎 日の生活の中で,美 しい もの,不 思議なこと,驚 きなどの感動的な出来事に出会 い,

自分の思 ったこと,感 じたことや様々に体験 したことを表現 している。また,心 を揺 り動か

されたときには,思 わず歓声をあげた り,手 足が動 いた り,表 情が変わ ったりす るなど,表

出す ることがある。本研究では,表 出 も,そ の幼児なりの心の動 きを表 しているのではない

かと考え,表 現 として とらえた。

2.表 現する力について

幼児の遊びや生活を見ていると,様 々な方法で表現 していることが分か る。その表現の仕

方は,幼 児一人一人違い,そ れぞれのよさや持ち味を もっている。 この表現する力を とらえ

るには,ど のような視点を もてぱよいかを探 るために,幼 児の行動記録か ら考えてみること

にす る。

<M児 がD児 たちと基地作 りをする場面>4歳 児6月

幼 児 の 言 葉 と 動 き 何を感 じているか 表現の内容 ・方法など

①ブ ロ ックで作 った物 を見せて, ・教師に自分の作 ・作 った物を認め ・ 提示す る

「これ,飛 行機 に な ったの 」 と言 った物を見せた てもらいたい気 ・ 伝える

う。D児 は,じ っと聞 いて い る。 い。 ・認 めて 持ちを言葉や動 イメージ

もらいた い。 きで 出す 。 ・

② 「これ飛行機の基地!」 と言 って

枠積み木の中ヘブロックの飛行機

・飛行機が入 る基

地 にしたい。

'1譲 メ繭 イメージ

が入 る基地を作ろうとする。 み木で基地を作 実現する

る 。 ・

③M児 の様子を じっと見ていたD児 ・自分の イメー ジ ・友 達 と 一 緒 に ,・ イ メー ジ

と一緒に大 きな枠積み木を持 って を受け入れてく 自分の イ メー ジ 仲間意識

きて,飛 行機が入 るような基地を れる友達がいて した基地を作る。・ 満 足感

再度作 る。 嬉 しい。 ・別の方法を考え 工夫

ド 飛行機が入る基
再度作 る。

J
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地 に したい。

陣 み木を運び 基地の後ろに並べ

・操縦 席 を作 って , ・友 達 の問 いか け ・

{た り,積 ん だ りす る。
もっと飛行機 ら に耳を傾ける。 実現す る

iD児 「これなんだ?」 しくしたい。 ・考 え た ことを実 ・ イ メー ジ

M児 「操縦するやっだ」と言いな ・一緒 に遊ぶ友達 行す る。 ・イメ 捜す

が ら,何 回 も積み木を運ぶ。 が側 にいて嬉 し 一 ジ した もの に 仲間意識

1

D児 も一緒 に作 る。 い 。 合 った物を捜すO
I

〈考察 〉

上記の表の①では,M児 は,自 分が作 った物を飛行機に見立てている。 自分が ブロックにか

かわ りそ こか ら刺激を感 じ取 って見立てているのであり,「 感性」が働いていると考える。 ま

た,作 った物を認めて貰いたい気持ちを言葉で 「話 し」,提 示す ると言 う 「動 き」で表現 して

いる。 このとき,D児 は,じ っとM児 の話を 「聞 く」ことで 自分の興味やM児 と遊びたい気持

ちを表現 している。

②では,M児 は,自 分の遊びのイメージを表現 している。イメージをもち,そ れを工夫 した

り実現 した りす ることは,「 創造性」 とかかわ っていると考える。

③では,M児 は,自 分のイメージを受け入れて くれる友達の存在 に喜びや満足感を感 じ,そ

れが実現への 「意欲」にっなが り,工 夫を している。D児 はM児 の様子を じっと見て,そ の後

にM児 と一緒に基地を作 り始めている。D児 は,M児 の様子を じっと 「見 る」ことで,一 緒 に

遊びたい気持ちを表現 していると考え られる。

④では,二 人 は問いかけた り,自 分の考えを言 った りす るなど 「話す」という方法で表現 し,

一緒に行動 しているのは,友 達に対す る 「信頼感」に基づ いていると考える。

以上のよ うな方法で数事例を検討 した結果,表 現する力にっいて次のよ うに考えた。

「話す」ということは,表 現の一っの方法であり,そ こには,様 々な言葉をっぶやいたり,

ささやいた り,強 調 したりすることも含まれると考える。また,幼 児は,活 発に体を動かす こ

とで表現 したり,ゆ っくりとした動作の中に も何かを表現 していた りするが,こ れらは 「動 く」

という方法で表現 しているのであり,友 達に近付いたり,動 きを模倣 した りすることも含まれ

ると考え る。 さらに,友 達の動 きを じっと見た り,そ っと横 目で見たり,人 の話に耳を傾 けた

りしているときには,じ っと見たり聞いたりす るという方法 によって一緒に遊 びたい気持 ちや

友達への興味などを表現 していると考えたとき,「 見 る」 「聞 く」とい うことも,幼 児にとっ

ては表現の方法と考えることができる。
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これ らの表現の仕方は,幼 児の発達の様子や遊びの相手や状況などによって変わ って くるが,

「感性」 「意欲」 「創造性」 「信頼感」などに支え られてお り,こ れらが豊かになることによ

って,表 現の内容や方法 も豊かになると考え る。そ こで,表 現す る力を,「 話す」 「動 く」

「見 る」 「聞 く」 「感性」 「意欲」 「創造性」 「信頼感」の8っ の視点でみていくことにす る。

3.幼 児の表現の特徴やよさを生かす指導

q)幼 児の表現の特徴やよさをとらえる

上記の視点で観察対象児の表現を分析 し,検 討す る中で,一 人の対象児の表現の特徴や

よさについて研究員の問で も共通理解が難 しかった。そ こで,研 究員一人一人が対象児の

表現にどの ような印象を もったかを,下 図のよ うなイメージ図 として作ることにした。

このイメー ジ図は,各 視点 について,表 現の出現

聞 く 動 く
頻度 内容や質などを総合的にとらえて,豊 かと思

われ る場合 に外側 に点を取るものである。 これは,

対象児を観察 し,行 動記録を分析 した後 に行 うもの

であるが,観 察者の印象であり,客 観的な尺度では

ない。そ こで,一 人の対象児について,担 任や観察

者が イメー一ジ図を作 ってみ るとずれが生 じる。 この

ずれの原因を検討することによって,対 象児を多面

的にとらえることになり,対 象児の表現の特徴やよ

さに対す る理解が深まると考え る。

f21

観察者 は,対 象児が何を感 じ,

っの視点で幼児の表現す るカをとらえるが,

見 る

感性

意欲
創造性

イメージ図の例

幼児の表現の特徴やよさを生かす指導の方針について

何を表現 しようとして いるのか,内 面を理解 してか ら8

上の図の例では,創 造性が豊かで,動 きで表

現 していることが多いという印象で とらえている。それ らが,対 象児の表現の特徴であ り

よさであるととらえられたときに,そ のよさを生か し,さ らに伸ば してい くように幼児に

かかわ り援助 してい くことによって,対 象児の個性が生か されると考える。幼児は自分な

りに表現 したことが生か されると実感 したとき,表 現の喜びを感 じ,さ らに表現 しようと

す る意欲 にっなが る。そこで,対 象児の表現の特徴やよさを生かすには,毎 日の生活の中

で,教 師はどのようなかかわ り方をすればよいかを考え,そ れを指導の方針とする。

この指導の方針は,対 象児 とのかかわ り方の方針であ り,具 体的な場面でどのような言

6



葉かけや援助をするかは,そ れぞれの場面の状況や幼児の発達の状況を考慮 し,対 象児や

周囲の幼児にとって必要な体験 となるよ うに配慮 して行 うものである。 こうして教師が,

日常の生活の中で意図を もってかかわ る事例か ら指導の在 り方を考察す る。

4.実 践事例

㈲ ことばによる表現は活発に見 られるが,単 発的な内容の多いK児 の事例

2年 保育5歳 児9月 初旬

K児 ・Y児 ・T児 の3人 が折紙のカメラを使 って遊んでいる場面

・Y児 に作ったカメラを持 っていき渡す。 動 く ・満足感を味わ う

・Y児 が 「違 うよ」と言 って直す手元をのぞきこむ。

・記録者にカメラを向ける。

・ 「パチ ン」 とい って シャッターを押す。

・カメラが開 くのを見て 「あ くか らいいな」と

Y児 の顔を見なが ら言 う。

(「その写真いつできるの?」 と記録者が尋ねる)

・記録者の顔を見なが ら 「一年後」 と答え る
。

・積み木の家に行き 「ここは,

見 る ・関心を もつ

動 く'安 憾 を もつ1

話す ・意味付ける

話す ・気付 く

話す'仲 間意識 ＼

話 す ・イ メー ジ

カメ ラマ ンの家 な」 とY児 に言 う。

話す ・イ メー ジ

・コーナ ーを指 さ して 「こ こに カ メラを入 れ とこう」 と言 って置 く
。

話す ・発想 をつぶ や く

(Y児 ・T児,黙 った まま同 じよ うに置 く)

・保育 室 をひ とまわ り し,積 み木 に戻 る。 動 く ・関心 を もつ

・ 「お いrお まえ カ メラ持 って るか?カ メラ持 って るや つだ けだ よ」

と言 って カ メラを持つ 。 話す ・仲 間意識

・カ メラを持 ったY児 ・T児 と一緒 に記録 者 を写す
。 動 く ・関心 を もつ

(「 写真 ほ しいな」 と記録者 が言 う)

・ 「これ はカ メラに写 るだ けなの 」 と言 う
。 話す ・説 明す る!

(「 私 も見 たいな」 と記録 者が言 う)

・積 み木の 家を 出て ,製 作 コー ナーへ行 き,描 く。.動 く ・対応 す る ・発想

・に こに こ して戻 り,「 今度 出て くるよ」 と絵 を見 せ る。 動 く ・自信 ・実現

國

創

造

性

信

頼

感
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〈K児 の表現の特徴やよさについて〉

聞 く 動 く

意欲 創造性

観察者 ・一… 担 任

一K児 のイメー ジ図 一

など,言 葉遣いや人に接す る態度が きちん とした幼児だが,

る面がある。」という受け止めを していた。

す ことは多いものの,そ の内容 は発想が単発的で遊びの中で生か されにくい」と感 じていた。

この検討により,K児 は,聞 かれた ことには筋道を立てて話す ことはよくするというよさがあ

り,遊 びの中ではそのよさが生かされに くいことが分かった。担任は,K児 の穏やかさや優 し

さ,誰 か らも声をかけ られ遊びに誘われている姿などに安心 し,K児 の気持 ちの表現の仕方や

内容 にっいて見過 ご していることが多かったと反省 している。

事例の記録を整理 し,K児 の表現についてイメ

ージ図を作 ってみると,見 る,聞 くについて記録

者 と担任 とでは印象が違 っていた。 このずれにっ

いて話 し合 ってみると,担 任はK児 について 日常

の生活の様子か ら,「 聞かれたことに答え るとき,

自分の思いを通 そうとするときなどは,相 手に分

か るように話そ うとする。言葉遣 いや内容が的確

で状況に対応することができる。誰とで も一緒に

遊ぶ ことがで き,け んかになるようなことはない

自分の興味を追求する姿勢に欠け

しか し,観 察者 はK児 にっいて,「 遊びの中で話

<指 導の方針>

K児 にとって は,友 達 と互いのイメージを出 し合 いなが ら考えたり,工 夫 したりして遊びを

作 ってい く体験をすることが表現する力を育てることにっなが ると考え,次 のように指導の方

針をとらえた。

K児 が言葉で表現 した考えや思いを,遊 びや生活の中で教師が話題に したり,実 現できるよ

うに援助す ることによって

ア.教 師 に対す る信頼感が感 じられるよ うにする。

イ.友 達 にも認め られなが ら,自 分の思 いが達成 された満足感が味わえるようにする。

このような手だてによ って,K児 が身に付けて きた表現する力が生かされ,友 達 との伝え合

いや共感ができ,遊 びも充実 し,信 頼感が深まると考え る。

〈指導の方針に基づいたかかわり方を継続的に行った後の記録〉
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T児 とN児 と3人 で積み木の家を出た り入 ったりしている場面

積み木の家を中心 とした遊び9月 下旬

・ 「みてみて,こ こ入 り口」(N児 が入 る)話 す ・イメー ジ

・ 「しめるよ」 と言 って積み木を動かす。 動 く ・見立てる

・自分 も中に入 り,少 しして出て くる。 動 く ・模倣する

・T児 の動 きを見 「落ちて もしらないよ」と言 う。見 る ・話す ・関心を もつ ・

(T児 「いいもん」 「上か らも入れるんだよな」)

:腰 瓢 一一 と一 ∴ 　 憎 創
話 す ・説 明 ・イ メー ジ 造

(T児 「遊 びに行 こ うっと」 とY児 の家 に行 く)性

・T児 の言葉 をに こに こ しなが ら聞 き,っ いて行 く 動 く ・模倣す る

(T児 が 「モルモ ッ ト」 と言 いなが ら出て くる)

・ 「オ レ,ね ず み 同 じ種類 」 と言 う。 話 す ・イメー ジ

・よっん ぱ いにな って 「ち ゅうち ゅう」言 いなが ら歩 く。話す ・意 味付 け る

(T児Y児 た ちが犬小屋 に入 る)

・ 「こん な に入 ったの」 「もうまん ぱいjと 言 う。 話 す ・説 明す る

・N児 ブ ロ ックを持 って くるの を見て 「もうえ さい らな い」 話す ・伝 え る

・T児 におん ぶ した りか らみっ いた りす る。 動 く ・触 れ る

・犬小屋 の 隣の 自分 の家 に入 り紙 筒 を耳 にあて た後 に 「は

い……」 と言 って紙筒 を置 いて 出て い く。 動 く ・発想 す る ・見 立て る

(S児 「皆 さん,お 待 たせ いた しま した」 と広告紙 を お く)見 る ・関心

(1児 が その紙 を一枚 とって丸 あ る)

・一枚持 って製作 コー ナー に行 く。 動 く ・模 倣す る

〈考察>

9月 下旬の事例では,次 のよ うなことが言える。

・友達の言葉を気に したり,受 け入れたりして 自分か ら動 こうと している。

相手に対応 して自分の気持 ちを伝えようとす る表現が見 られるよ うにな って きた。 このと

きのK児 の表情には相手に対す る信頼感が感 じられる。

9



・友達 との会話の中で,イ メージがふ くらんでいる。

自分が見立てたことを相手 に伝えたり,友 達のイメージか ら新たに自分のイメー ジを もっ

た りす るなど,友 達 とのや りとりをす る中に,K児 の もっていた感性や創造性が発揮 されて

のびのびと表現 していると感 じられる。

・自分の遊びの場以外の友達の言動に も関心を向け
,受 け止めている。

他の遊びを している幼児の提案を受 け入れなが ら,自 分の遊びを続ける意欲が感 じられる。

以上のように,K児 の表現 に少 しずつではあるが変容が見 られるようにな った。 この変容ま

での間,指 導の方針に基づいてK児 に接 して きた。その一例をあげると次のようである。

運動会の種 目を決めるとき,鈴 割 りと綱引きの どちらをす るか,学 級全体での話合 いが二分

した。このとき,教 師 は,K児 の 「綱引きをやってか ら鈴割 りをやった らどう?」 という言葉

を取 り上げた。すると,他 の幼児か らもその方法にっいていろいろな考えが出され,K児 にと

っては,自 分の考えが教師や皆に認め られたと実感する体験 とな った。

このようにK児 の表現 したことを皆の前で取 り上げた教師の姿勢が,K児 との信頼関係を深

め,友 達に認められる体験が人への信頼感へっなが り,遊 びの中で も自分の気持ちを安心 して

表せるようになっていったと考える。

また,一 っ の 目的に向か って自分の考えを言 ったり,友 達の考えを受け入れたりしなが ら思

いを実現 してい く喜びや満足感を味わ うことができたので はないか と考え る。

K児 の筋道を立てて話す とい うよさが,自 分だけが分か ったものの言い方をするように聞 こ

えて,友 達に快 く受け入れて貰えない ことが多かった。 しか し,友 達 との遊びの中で もK児 の

言葉 を取 り上げたり,意 味付けて相手 にK児 の意図が伝わ るようにす るなど,遊 びの中で生か

されて行 くように配慮 した ことで,K児 自身が遊びを じっくりと楽 しむようにな ってきた。ま

た,K児 が感 じたことをそのまま素直に表現す るようになり,友 達 にもそれが受け入れ られ る

ことが多 くなった。 こうしたことが,友 達 と互いのイメージを出 し合いなが ら考えた り,工 夫

したりして遊びを楽 しむ姿 にっなが った と考え る。

② 友達 とのかかわりの中で,自 分の気持ちを伝えにくいA児 の事例

3年 保育5歳 児

一J児 ・Y児 の働きかけに応 じなが ら自分な りの表現 を楽 しんでいる場面 一

9月 初旬

(J児 がrAち ゃん,こ っち向いて」とカメラを持 ち,A児 に声をかける。)
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・ウサ ギの人形 を両 手で持 ち,カ メラの方 を向 く。 動 く ・反応 す る

・ 「写真 ち ょうだ い」 話す ・伝 え る

・ 「おみ おっ けだ ,お みおつ けだ,お みおっ けだ 」 と言 い

なが ら自分の居 た場 所 に戻 る。 話 す ・っぶ や く

・J児 の カ メラに ポーズをす る。 動 く ・反応 す る

・撮 って も らって喜ぶ 。 動 く ・表情

・ 「お い しい な,お い しいな,お い しいな」 と

ウサギの 人形 を動 か しなが ら言 う。 話 す ・な りき って つぶ や く

・ 「おなか い っぱいの とき,こ うい う しる しなのね。 」 と

ウサギの 人形 の耳 を クロスに合 わせ る。

・ 「眠 い」 と家の 中 に入 る。

(Y児 がA児 に スカー トを持 って くる。)

・ 「はい」 と言 って は く。

・引 き出 しの中 の他の ス カー トを取 り出 して 見 る
。

・はいて いた スカー トを脱 ぐ。

・S児 が はいて い るの を見て取 り替 え る。

・スカー トの脇 をっ まん で回 り,

・ 「バ レー リー ナみ たい」 と言 う。

話 す ・イメ`.ジ

動 く ・な りきる

動 く ・反応する

見 る ・捜す

動 く ・思いを実現す る

動 く ・な りきる

話す ・意味付ける

性i

〈A児 の表現の特徴やよさについて〉

一A児 のイメー ジ図 一

中では自分のイメー ジを積極的に表現す るよさがあるが,

友達の中に生か されに くい」 と感 じていた。

動 く 観察者(実 線)と 担任(点 線)の イメージ図か ら考え ると,

話す 動 く,話 すなどでは自分のイメージを表現 しているが,意 欲や

信頼感が弱 いと感 じられた。 このことを検討 してみると,担 任

はrA児 は,全 体の場では黙 っていることが多いが,特 定の友

信頼感 達には,自 分のイメー・ジを表現 して楽 しめるよ さがあ る。また,

他の ことに興味があって も,特 定の友達 に声をかけ られ るとそ

創造性 の友達の要求 に応 じようとす るなど 自分の したいと思 ったこ

とを実現す る意欲が弱い」 と感 じていた。観察者は,「 遊 びの

っぶやきの形が多 くA児 の創造性が

一一11-一



〈指導の方針 〉

内面にある創造性が友達にも認め られ るものとして生かされ,よ り豊かになるとともに,学

級の中でA児 のが,友 達関係を広げてい くことにっなが ってい くよ うに と考え指導の方針 をと

らえた。

① いろいろな友達関係の中で,発 想や動 きを認めることによって,自 分 自身に自信が もてるよ

うにするとともに,ま わりの幼児にもA児 の存在が感 じられ るようにす る。

② 自分の考えを表す機会を設 け,教 師が見守 っているとい うことを知 らせ ることによって,自

分の思いや考えを,言 葉 に出すことに安心感が もて るよ うにす る。

〈指導の方針 に基づいたかかわり方を継続的に行 った後の記録 〉

-Y児Z児 らと一緒に遊びなが ら自分の思いを相手 に表わ して いる場面

縫い ぐるみの人形の家 ごっこ9月 下旬

・縫い ぐるみの人形を持ち 「名前なんて言 うの」と言 う。 話す ・つぶや く

・ダンボールの中のタオルに人形の頭を もぐらせて動かす。動 く ・イメージ

・ 「何かあったかな」(Y児Z児 が これを見て笑 う。)話 す ・つぶや く

・ 「熱い!き ゃ一」と人形を出 し,笑 って二人に向ける。話す ・意味付 ける 性

・R児 ,Z児 が 「お熱出ちゃったのね」 「私 も」と話 している

方を見 る。 見 る ・気付 く 創

・二人のとな りに人形を寝かせ布団をかける。 動 く ・模倣する 造

・ 「こうい 痔は,温 かい○○」とR子 に言 う。 話す ・伝える 性

(R児 運 うで しょ,こ ういう時 は温かい紅茶で しょ」 と言 う。)

・ 「そ うじゃないよ,温 かい焼酎だよ」 と二人で笑い合 う。話す ・対応する

・ 「ね え,マ ラソンしなきゃだめだよ」 と大 きい声で言 う。 話す ・伝える 信

・ 「マラソンだあ」 と人形を持 って走る。 話す ・伝える ・強調する 頼

・Z児 に貰 ったスカー トを人形に着せ突然泣 きまねをす る。動 く ・強調する 感

・ 「マラソンに行かなきゃ」(そ の声を聞き三人は出かける。)

・ 「私,一 番のり!」 とあわてて後を追 う。 話す ・強調す る

・ 「寝ようか夜だ もん」とR児 の 目を見て言 う。話す ・伝える,見 る ・同意

・粘土で御飯を作り,「 これで用意 は決 まったよ」と

茶碗に粘土の御飯を入れ る。 話す ・見立てる
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〈考察 〉

教師の意図的なかかわ りの後の事例では,自 分が表現 したイメージを相手が受けて くれたこ

ともあ って,自 分の思 いが伝わ るまで話すr共 感 し合 うなど,表 現の質に変容がみ られた。

この変容 までの間,教 師 は意図的なかかわりで,A児 がバ レリーナの表現を喜んでいた こと

を認め,運 動会でその動 きを生かすように していった。その中でA児 は,皆 の前で踊 ってみせ

たり,「 カルメ ンって こんなふ うにす るよ」と,花 を口に くわえたりするなど,今 まで は自分

の中だけで楽 しんでいた ものを相手に伝えよ うとするようにな った。

これは,教 師が見守 って いる安心感が,A児 の表現意欲を高め,友 達 とのかかわ りの中で も

A児 のイメージや考えが理解され,そ のよさが友達に伝わ ったためと考え られ る。

皿 ま と め と 今 後 の 課 題

幼児の表現する力の特徴やよさをとらえ,そ のよさを生かす指導の方針をとらえて実践する

ことによって,次 のようなことが分かった。

1.視 点をもって,多 面的に表現する力をとらえることが大切である。

複数の教師が視点を もって幼児の表現の特徴やよさをとらえ,検 討することによって多

面的に理解 し,幼 児の表現する力の実情に近付 く理解がで きたと考える。 しか し,表 現す

る力は,遊 びや相手 によって発揮の され方が違 うので,固 定的にとらえず,様 々な場面で,

繰 り返 しとらえてい くことが,幼 児をより深 く理解す ることにっながると考 える。

2.表 現する力を養 うには,幼 児の特徴やよさを生かす指導を工夫することが大切である。

二っの事例 は,具 体的な場面や援助の言葉は違 うが,そ の幼児な りの特徴やよさを伸ば

し,友 達のいる場で認めてその幼児が存在感を感 じられるように したものであ り,幼 児の

表現す る喜びや満足感 とな り,さ らに表現す る意欲につなが った。

幼児の内面 にあるイメー・ジや気持ちを言葉や動 きですべて引き出す ことが目的ではない

が,表 現す る喜びを体験で きるように したいと考える。そこで,の びのびと表現する力を

育 成す るためには,一 人一人の特徴やよさを的確に理解す るとともに,そ れが遊びや友達

の中で生かされていると幼児自身が実感 し自己の存在感を感 じるように,一 人一人に応 じ

た具体的な援助の方法を工夫す ることが大切である。

今回は二事例のみを取 り上げているが,一 人一人の特徴やよさを生か し,さ らにその特徴

やよさを伸ばす指導ができるよ うに,表 現す る力の視点やイメージ図の検討方法などを吟味

することが,今 後の課題である。
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幼児が主体的に生活していくための指導の在 り方

自らつまずきを乗 り越えていく幼児を育てる援助の在 り方

1主 題 設 定 の理 由

主体的に生活す る幼児の姿 とは,幼 稚園生活 において 自ら環境にかかわ り,目 的を もち,

生 き生 きと生活 し,自 己実現を図っている姿である。幼児が主体的に生活 してい くためには,

幼児一人一人がのびのびと自分を表 し,楽 しく意欲的に園生活を送れるよ う,一 人一人の幼

児の理解を深あ,発 達に即 した指導を行 う必要がある。

園生活の中での幼児の姿を見 ると,様 々なことが原因 となって 自分が したいことがで きな

か ったり,遊 びが楽 しめず,自 己実現が図れずにいる幼児がいることもある。時には登園を

嫌が ったり,遊 びに取 り組めなかったりして,楽 しい日々が送れない状態になることもある。

また,そ れ程はっきりとは幼児が意識 しな くて も,そ の幼児の望 ましい発達を考えるとき,

乗 り越えなければな らないと感 じられる発達上の課題がみ られるときもある。 こうした幼児

の様々なっ まず きは,幼 児自身が自力で乗 り越えてい くことが大切であると思われるが,そ

のために教師はどのような援助を行えばよいのであろうか。

自らつまずきを乗 り越え幼児が主体的に園生活に取 り組むためには,教 師一人一人の幼児

理解や受け止め方,援 助の在 り方が解決に向う重要な鍵 になるのではないか と考える。

本研究では,幼 児のつまず きと,っ まず きを乗 り越えてい く過程 をとらえ,教 師が幼児を

どのよ うに理解 し,ど のような指導が必要かを探 っていきたいと考えた。

II研 究 方 法

1研 究主題 にっいて共通理解をす る。

っまずきとは何かについて先行研究を行 う。

2個 々の教師の 「幼児のつまずき」のとらえ方,援 助の考え方を探 る。

・ア ンケー ト調査を行い,分 析 ・考察す る。

・ビデオ撮影 した幼児の姿を視聴後,面 接調査 し分析 ・考察す る。

3指 導事例 により,幼 児のつまず きの援助の在 り方を探 る。

・研究保育を行う。

・指導事例を もち寄 り検討す る。
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皿 研 究 内 容

1.つ まず きとは

日常の保育の中で,幼 児 はいろいろな行動を起こす。にこにこと友達 と言葉をかわ しなが

ら遊ぶ姿,一 人でできたと喜ぶ顔 分か らないと泣 きだ して しまう幼児 等 々,教 師は毎 日

様々な幼児の様子を目の前 に しなが ら生活を している。次に事例を通 してYっ まず き"に つ

いて考察す る。

…… 例 えば①

4歳 児K児 は,登 園後,友 達が次々に椅子を出 してプールの着替えを始めているのを見

ている。教師 は 「椅子を持 って きて着替えてね。」と皆に聞 こえるように声をか けてい

る。K児 は 「どうした らいいの。」と泣 きそ うな表情で言 う。 もう一度,教 師は 「椅子を

持 ってきて着替えてね。」と話すが,べ そをかいている。 「どうしたの。」と教師が落ち

着かせようとす ると 「どうするの。」とK児 は怒鳴る。 「皆 はどうして る?」 「着替えて

る。」 「そ うねK君 も同 じにすればいいのよ。」 「分か らない。」と心細そうにしていた

が,し ばらく友達の様子を見て いて,椅 子を取 りに行 き,着 替え始 める。

この場合,K児 はどうしたらいいのか困 って,泣 きそ うにな り,怒 鳴 ったりしている。こ

の行動がつまずいていることを表 しているサイ ンで はないだろうか。なんとか しな くちゃと

いう思いで,自 分の感 じている嫌な気持 ちを何 らかの行動で示 しているのである。 このK児

のどうしたらよいか分か らないとい う状況が 「っまず き」であると考えた。この事例の教師

は,K児 が落ち着いて考えて行動で きるように援助 しているが,教 師に励 まされたK児 は自

分で椅子を取 り,着 替えをすることがで き,つ まずきを自分で乗 り越え ることがで きた。そ

してK児 は 「一人で着替えがで きた。」 という快感情を味わうことがで きた と思われる。

…一 例え ば②

5歳 児のM児 はいっ も自分の思い通 りに遊び,遊 びの途中で抜けることもしば しばであ

る。ところがある日,縁 日ごっこの綿菓子 を作 っていると一緒に遊んでいたT児 が隣の魚

釣 りに黙 って行 って しまった。 「先生T君 がす ぐに行っちゃう。」 と訴え るので,教 師 は

二人で話すよ うに促す。 「T君,何 も言わずに行 った らぼ く一人にな っちゃうよ。」 「ぼ

く,魚 釣 りがや りたいんだ もん。」はっきりとT児 に断わ られて 「ああ,一 人でやるのか,

誰か入 って くれないかな あ。」 とっぶや く。次の 日,綿 菓子屋にS児 が入 って きた。M児

は喜んだが,し ば らくすると黙 って抜けていった。S児 はrMち ゃんはす ぐに遊びに行 っ

ちゃうんだか ら,ず るいよ。」 と怒 りなが ら,一 入で綿菓子を作 り続 ける。
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この場合のつまず きは,M児 が勝手 に遊 びから抜けて しまうことであ る。M児 はその こと

の問題点 にっいて自分では気付いていないが,教 師は,M児 の発達を考えるとこのことをっ

まず きととらえ,そ の状態を解消 してい く必要があると意識 している。

〈つ まずきとは〉

このようにつまず きとは,自 分の思 いや欲求が分かって もらえない等 と,不 快感情を抱 い

た時に現われ るすっきりしない状態や,本 人が不快感情や不自由を感 じな くて も,周 りの友

達な どに,不 快感を与えたり,迷 惑をかけたりしている状況を作 って しまっていることであ

る。 さらに,つ まず きには,① のように本人が意識 している場合と,② のよ うに本人が気付

いていないが,つ まず きであると教師が とらえられ るものとがあるのではないか と考えた。

本人が気付かずに,そ の子の発達上必要な課題を超えずに過ぎていって しま うと,や がては

大 きな壁にぶっかって しまうことがある。発達上通 らなければな らない道筋を通過 しないこ

とが,本 人が気付 いていないつまず きではないかと思われ る。

〈つ まずきのサインと指導 〉

幼児はっまず きを様 々な行動で表わす。それ は,今,満 た したい欲求があるとい うことを

知 らせたり,越 えなければならない自己の課題を目前 に していることを伝えるサイ ンとも言

えるであろ う。そのサ インを感 じとり,幼 児が自力でっまずきを乗 り越えていけるように援

助 してい くことが大切である。

しか し,こ の幼児のつまず きのサインの受け止め方は,教 師の幼児理解,価 値観 に影響 さ

れ違 いが生 じるよ うに思われ る。そこで,ア ンケー ト調査やVTRを 利用 して,教 師が幼児

の姿をどのように感 じているかを把握す ることに した。

2.教 師の幼児の見方をとらえる

私達は,日 頃幼児の話をす るが,同 じ幼児のことで も,教 師によってその見方や教師 自身

の価値観によ ってとらえ方の違いを感 じることがある。そこで,教 師が幼児のっ まず きをど

のよ うにとらえているのか,ま た援助の在 り方 について,ア ンケー ト調査 と,ビ デオ視聴に

よる面接調査を行 い,教 師の実態を知 りたいと考えた。

q}ビ デオによる面接調査につ いて

2年 保育5歳 児の男児の6月 下旬の姿(友 達 と ドッヂボールを している)を5分 間 ビデオ

に撮 ったものを,36人 の先生方(経 験年数が1～6年 が7人,7～12年 が4人,13～18年 が

9人,19年 以上が6人,担 任外が7人,小 学校の担任が3人)に 見て もらい,次 のような質

is



問に面接で答えて もらった。

ア.ビ デオを見た後,そ の幼児 に対 して どのような感 じを受けたか。

イ.こ の質問の後,担 任のとらえている幼児の実態にっいて知 らせ,こ の幼児に対 して,見

方が変わ ったか どうか。

ウ.担 任の とらえている実態 と合わせ,こ の幼児に対 して,今 後 どのような援助が必要 と思

われたか。

〈面接調査の結果 〉

・アの質問に対 しては,36人 中1人 だけが 「気にな らない」と答えているように画面の幼児

の姿か らほとん どの教師が,「 気 になること」を感 じている。特に友達関係,能 力的なこ

とに目を向けている受け止め方が多かった。 しか しその内容を見ると○っまずいている,

気になるなど問題 と感 じて いる見方と○自分の世界を もっている ・自分な りに動いている

等,問 題 と感 じていない見方 とがあり,同 じよ うな言い回 しで も微妙にニ ュア ンスが違 う。

・イの質問については,担 任がとらえた実態 と画面から受ける印象は、変わ らない教師が,

ほとんどであ った。

・ウにっいて は,ア に対応 した回答か らか,個 別指導,存 在感,友 達とのかかわ りの必要感

が多か った。また経験年数の浅い先生や4歳 児の担任は,教 師が じっくりとその幼児にか

かわってい く大切 さを指摘 し,経 験年数が増える程答えの幅 も広が っていた。また幼稚園

の教師が内面的な部分を大切 にす る援助が多いのに比べ,小 学校の先生は外側か ら具体的,

直接的な指導(ル ールの工夫,指 示の言葉にっいてなど)を 大切にす る援助が多か った。

また,対 象児を理解力の不足 と見るか,本 人のテンポが集団のテンポに合わないだけと見

るかで,指 導の内容が違 って くる。特に援助の面では,本 人の育 っていない面を個別に指導

してい く方法 と,本 人のよさ(浸 り込む世界を もつ ことをよい面と見 る)を 教師 も一緒 に楽

しむようなかかわり方が必要だ とい う考え方があ り,

らしさを大切 にす る見方の,ど ち らも大切な援助の観点であるということが,

った。

このように,ビ デオで同 じ幼児の姿を見て も,教 師によ り幼児の受け止め方 に違 いが見 ら

れ,そ れにより援助の方法 も変わって くる。

教師は常に,自 己の幼児理解のみにとどまらず,多 様な幼児の見方を学び,援 助の方法を

深めてい くことが大切である。

客観的に幼児をとらえ る目と,そ の子

浮 きぼ りにな
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{2)ア ンケ ー ト調 査か ら

日常の保 育 の中で,教 師が幼 児 の どのよ うな姿 を気 にか けて いるか,そ の幼児 に どの よ う

な援 助 を して い るかにつ いてア ンケ ー ト調査 を実施 した。

i現 在,ク ラスの中で,次 にあげるような様子で気になる

幼児がいますか。一人の幼児について,お 答えください。

○印はいくつ付けてもかまいません。 ※アンケート集計の内訳

ツ なんとなくフラフラしている 7% ＼ 男 児 女 児 計

チ 遊びが長続きしない 6 4才 36 14 50

ヌ 身の回りの始末などの行動が遅い fi 5才 zs 13 41

ハ 自分勝手な行動が目立つ 5 計 64 27 91

ウ ー人Zい ることが多い 5

2.そ の幼児をあなたはどう感じていますか。

ス 初めて経験することに不安な表情をみせる 5

力 乱暴な行動が目立つ 4

セ 言棄が乱暴になったり友達に命令することが多い 4

ア 少 しのことですぐ泣 く 4 ア.と ても気になって仕方がない 24%

イ 笑顔が少ない 4 イ.短 期的(一 過性)の ものだから解決す

るだろう

i

フ 困ったことを伝えられない 4

ホ その他 4 ウ,あ せらず取 り組めば心配はいらない 70

タ 教師の側にいることが多い 4 エ.本 人が解消できる 5

テ 「分 かん ない 」 「ど っち で もいい 」 と は っ き り しない 4

3.幼 児のそのような様子d3,主 に どんな時に見ら

れますか。

ナ どこかが痛いとす ぐ言う 3

キ はっきりしない話 し方をする 3

オ 些細なことにこだわり教師に訴える 3

コ お弁当を残したりぐずぐず食べたりする 3
「

ア,畳 園 時 10%

ソ 用具や道具の扱いがうまくいかない 3 イ.好 きな遊びの時 45

ト 教師の視線を気にする 3 ウ.片 付け時 7

ノ 「で きな い 」 「先 生 や うて 」 とい う こ とが 多 い 3 エ,学 級全体の活動の時 lfi

工 職員室に行 くことが多い 2 オ,昼 食時 8

ネ 登園をぐずる 2 カ.降 園 時 9

へ 「疲れた」と言うたり寝転がったりすることが目立つ 2 キ.そ の 他 5

二 口数が少なくなる z

/!〆 ＼

ヒ 教師の目を逃れて遊ぶことが多い 2

ケ 「家べ帰りたい」とよく言う 1

シ トイレに頻繁に行く 1

サ 指やものをしゃぶることが目立つ o.s

ク 他のクラスの友達と遊ぶことが急に多くなる d.5

7.幼 児 の っ ま ず きを 感 じ取r》た とき,あ なた は ど う対 処 して います か 。
職員室で話 し合 う

50%

保護者と 一人で

話 し合う 考え る

32%¥1Q%

専門機関に
相談する

1ib

その他2%

友人と話す5%
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4.そ の幼児がこのような行動を起こす原因は 8.現 在,ど んな援助をこころがけていますか。(複 数回答可)

何だと思いますか。

考えられるもの全てに○印をつけてください。

カ.そ の子の話をよく聞くようにしている 12%

ク。惣めたり,励 ましたりすることを多くする 12

カ.親 子関係 20% イ.で き るだ け ス キ ン シ ップす る 9

サ.体 験不足 13 サ.そ の子の気持ちをまわりの友達に伝えたり,ま わりの

友達の気持ちにも気付かせたりしていく
9

オ.友 達関係 11

イ.家 庭的理由 10 ア.保 護者との話 し合いを重ね協力を求める 8

コ.性 格 10 タ.様 子を見守る 7

ク.教 師との関係 9 ソ.他 の先生との話し合いを深め,全 職員でかかわる 6

キ.兄 弟関係 7 エ.一 緒に行動することを多くしている 6

ウ.基 本的な技能の不足 6 チ.園 内研修会や他の研究会等で幼児理解を深める 5

エ.基 本的な生活習慣が身に付いていな

いため

暫

s
ウ.基 本的な生活習慣や技能等,身 に付いていないと思わ

れることを,個 別に繰り返 し指導する
5

ケ.言 糞の問題 5 ケ.い ろいろな遊びを見せたり,誘 ったりする 4

ア.心 身の疾病やけが z シ.教 師の手伝いを頼む 3

シ.そ の他 1 セ.朝,待 って い て迎 え る 3

5.そ の様子はいつ頃から始まりましたか。

コ.身 体を動かす経験を多くする 3

オ.ク ラスの中で話題にしたり,例 に名前を出したりする 2

ス.そ の子にいち早く声をかけたり,知 らせたりする z

4月 5月 6月 7月 9月 12月 1月 2月
キ.勝 敗や点数などを気に しなくてよいことを知 らせる 2

71% 16 7 1 2 1 1 1
卜.そ の 他 1

9.そ の子は今のつまずきをいつ頃解消できると

テ。教育相談所等の専門機関に相談する 1

ツ.病 院などの治療機関に相談する 0

思いますか。

〈ア ンケー ト調査の結果 〉

○ほとん どの教師が学級の中に気 になる幼児がお

り,気 になり出 した時期の多 くは4月 である。

○気になる幼児の姿と しては 「フラフラ している。」 「遊びが長続き しない」が多 く,項 目3

の好 きな遊 び45%に 共通 している。幼児が 自分なりに遊びを楽 しんでいるかどうかは教師に

とって気になる点にな っている。

○その原因が親子関係にあるという教師の とらえ方は問題点を含んで いると思われる。

○指導 にっ いて は,全 体的にあせ らず取 り組めば心配 はい らないと感 じている。項 目8の 援助

を見てい くと,そ の幼児を中心に考えた援助が上位を 占め,本 人 との信頼関係を大切 に取 り

組む姿がでている。

また,実 際には,そ のっまず きを感 じ取 った時,50%が 職員室で話 し合い教師自身の問題 と

して考えている姿勢が感 じられ る。

オ.ま だ ま だ続 く 51%

エ,半 年 ぐらい sa

ウ.二,三 ヵ 月 19

イ.一 ヵ月以 内 Q

ア.一 週 間以 内 d
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3.事 例から指導の在 り方を考え る

{1)教 師とのかかわ りを求めているN児 の事例(4歳 児 男児6月 頃)

入園当初 は,何 回か登園を しぶ ったことがある。 ブロ ックが大好 きで,生 活の中で は,

それをよりどころとしている。何人かの友達とは楽 しくかかわ って遊んでいるが,苦 手 な

M児 に対 しては,い やなことをされて も 「いや」 「やめて」と言えないでいる。

N児 を中心とした幼児の姿と教師のかかわり

D児,M児 が紙製作を している。教師 とD児M児 の会話
一

をきっかけにN児 も紙製作を始める。2枚 に切 り離 した紙を

T字 型にっなげて扇 ぎなが ら歩 き,近 くの実習生に見せる。
②

さらに紙をっけ足して教師とD児 の所に行き,側 ヱ鎧
③

にひ らひ らさせる。 しば らくしてか ら教師がrN君,何 作 っ

たの?」 と聞 くと恥ずか しそ うににこっとし 「たこ」と答え
④

る。 「ど うや って飛ぶの?糸 かな?」 の問いに 「泳 ぐよ。海

のたこだよ」と元気に言 う。教師は苦笑 しなが ら 「ごめんな

さい。ど うす る?海 に帰す?」 と聞 くと,側 にいたM児 とA

児が 「ここを海にした ら」と提案 し海作 りになる。N児 は困
⑤

った顔を しなが ら 「たこが こんな所を登 ったの」と積み木の

上に這わせなが らっぶや く。

分 析

①教師 と友達の紙製作に興

味を もっが,そ の中に入れ

ず一人で始める。

②③ 自分の作 った物を認め

てほ しい。

④教師が 自分のた こを見て

くれたことによ りかかわれ

たことを喜ぶ。

⑤M児 とA児 がN児 のたこ

のイメージを受 けて遊び始

めるが,N児 は海の イメー

ジを受 け止めていない。

〈考 察 〉

○入園より2か 月あまり。 自分 自身が まだまだ出せず不安のあるN児 にとって,教 師は一番

のよ りどころである。教師は幼児の求めて いる気持ちを感 じ取 り認め,喜 びを共感 してい

くことで信頼関係を育て,幼 児がそれを基盤 に自信が もて るようにすることが大切である。

ON児 の遊 びへの思いとD児 たちの思 いとは,同 じ場 同 じ環境にあ って も内容が違 って い

た。教師は一人一人の興味,関 心に合わせた言葉かけや,そ の子の気持 ちに添 った援助を

してい くことが大切である。時には教師のかかわ りがずれ ること もあるが,そ の後の遊び

や幼児の動きを見守 り幼児の言動を見っめる努力を してい くことで,よ り深い幼児理解 と

よりよい援助につなが っていくと思われる。
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(2}友 達とのかかわ りを求めているS児 の事例(5歳 児女児6月)

S児 は,イ メー ジが豊かで,好 きな遊 びに集中 して遊ぶ。 しか し,自 己中心的なところ

があ り,友 達 と一緒に遊ぼ うと誘 うが,友 達が応 じて くれない。教師は,S児 の友達 と一

緒に遊ぼ うとす るが うまくいかないこともある姿を受け止め,指 導の在 り方を探 った。

S児 を中心 とした幼児の姿と教師のかかわり

S児 は,ベ ラ ンダに描かれ て い る線路 で,

ポ ッポ」 と言 って=遊ん だ後,保 育 室 に入 り,

一 人で 「シ ュシュ

アジサイの花作 り
②

を しているK児 とA児 のところへ行 く。 「遊ぼ う,早 く砂場で

遊亟 言いK児 の手を引っぱる。K児 とA児 は,関 心 を示

さずお しゃべ りして紙を折 る。折紙を持 ってきて,大 きなアジ

③
サイの花 びらを一っ作 って 「ほら」 と二人に見せ る。二人は関

分 析

心を示 さない。

1

「砂場で遊ぼ う」と醸 言 う.K児 「いやだ一」④断 られて も違 う方法で1

④
と答え る。rSち ゃん と遊ばないと ミンキーモモの作 り方教え

「い いわ よね エ,サ ンタさん に頼む か ら」

S児 は,一 人で外 へ 出て 行

①一人で遊んでいたが,

雄 と遊びたくなる・1

②砂遊びをした くてK児1

を誘う.[

③なんとか自分の方に向
1

いて も らいた い。

てあげない」と言 うと
⑤

とA児 が言 う。二人 と口論 になる。
⑥

く。す べ り台,登 り棒,雲 梯 と次 々に遊ぶ 。雲梯 を して いて,

⑦
教師が側に来ると,急 に元気な表情になり数回や って見せ る。

「ず っと前4コ だ ったけ ど5コ で きた 」 と言 い,教 師が 「よ く

⑧
頑張 ったね」 と言 うとにこに ご顔 をす る。

誘 っている。

⑤ また断わ られる。

⑥ 口論 していやな気分に

な る。

⑦気分をまぎらわす。

⑧教師が側にいて離1

認め られて嬉 しい。

〈考 察 〉

OS児 は,友 達に無視 されなが らも,自 分の意向になん とか添 って くれるよ う精一杯の努力

を している。 この体験が,次 のっまずきを乗 り越え る精神的な蓄積 になると考える。

○努 力に対 して報われない思いを しているS児 の気持ちを温か く見守 り,理 解 し,他 の場面

で励ま したりして心の安定を もたせ ることも大切である。

○教師がS児 のよさを見い出 し,認 めてい くことによって学級の中での存在感を もたせてい

く指導が必要である。

○困 ったことに出会 った時,解 決を急がず,自 分の思いを精一杯相手に表現で きるよ うに し,

S児 の発達をとらえて援助 してい くことが大切である。
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(3}友 達の気持ちを分か ろうとしているM児 の事例(5歳 児男児9月 頃)

M児 は,活 発で行動力がある。 自分の考えを実現す るために遊 びに必要な ものを準備 し

た り友達へ も働 きかけた りしてい く。 しか し,遊 びの内容を見てい くと自分の思 い通 りに

進めた り,遊 びを抜けた り,場 を転 々とする姿が見 られる。教師は,M児 に対 して 自分の

思い通 りにな らないと遊びを止めて しまうので はな く,じ っくりと遊び,友 達 とかかわっ

てほ しいと願い,指 導を考えていった。

一
M児 を中心とした幼児の姿や教師のかかわり M児 の気持ちの流れ 教 師 の 思 い

①M児 は友達 と ドッヂボールを している。同 ○同 じチームのS児 OK児 や周 りの幼児

じチ ームのS児 の足にボールが 当た ると に当たり自分のチ が自分の思いを出

「足に当てるのな し。小学校のや り方だと 一ムが負けるのは して い る姿 か ら,

そ うだよ。 」 と言 う。見 て いたK児 は 「幼 いやだ。 都合のよいように

稚園のルールはちが うよ。」 と言 うと周 り ○友達 にもは っきり ルールを変えてい

の幼児 も 「足 に当 た った らア ウ トだ よ。」 と言われ,無 理 は ることをM児 に気

と言 う。教師 はその場を見守 る。M児 はK 通 らないなあ。 付かせたい。

児た ちに言 われ,ド ッヂボ ールを続 け る。

②M児 とS児 がボールを取 り合 う。周 りの幼 ○ボールを自分の も ○困 った ことがある

児は 「S児 のボールだ!」 と言 うがM児 は のに したいが思 う とす ぐにその場か

強引に取 る。S児 は怒 り 「やめた。」 と言 ようにいかない し ら逃げて しまうの

って出て 行 き,し ょんぼ り して い る。M児 もう,ぼ くもやめ で はな く,M児 に

もやめる。K児 たちがS児 の気持 ちを伝え て しまお う。 考える機会を もっ

るがM児 は話を聞かない。教師は,S児 を て ほ しい。

M児 の所へ連れてい く。

③M児 とS児 は向 き合い,黙 っている。教師 OS児 君やみんなは OM児 に考える場を

はM児 にrS児 君 遊戯室で悲 しい顔 して 怒 って い るん だ な。 与え自分達で解決

た よ。 みん な もず るい って怒 って たよ。 」 する方向へ向けさ

と言 うと真剣な顔で聞 く。 「二人で仲直 り せた い。

できた ら教えてね。」と言い離れて見守る。

④M児 はS児 に ラー メ ンカ ップを見せ た り OS児 君は,怒 って OM児 なりの方法で

「だ るまさんが ころん だ。 」 と言 った りす いるけど許 して く 解決 しよ うと試み
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る。M児 は 「ごめんね,ご めんね。 」 とS れるかなあ。 ている姿を認め見

児の顔をのぞきこみ謝 る。S児 が場を変え 守 って い こ う。

るたびM児 は後を追 ってい く。

⑤S児 は,に や っと笑 うがす ぐにうしろを向 OS児 君 は許 して く ○仲直 りのきっかけ

く。教師は二人を ドッヂボールに誘 うとM れないなあ。 がっかめないので

児 は,ほ っと した顔 にな る。S児 は入 ろ う 遊びに誘い気分転

と しな い。 今度 は 「一緒 に応 援 しよ うか。 」○ぼ くのいるチーム 換がで きるようにi

と誘 うとS児 はポンポンを持 ち 「フ レーフ

レー赤組!」 と大声で応援する。 「S児君,

赤組の応援するんだ って。」と言 う教師の

声を聞 きM児1よ にっこり笑う。i
1

をS児 君は応援 し

て くれる。嬉 しい

なあ。

させたし㌔i

O灘 制
i持 ちを認 めた い
。

i

〈考 察 〉

○周 りの幼児か ら意見を出 させ,ぶ っか り合 う中で都合のよいようにルールを変えよ うとし

て いることをM児 に気付かせてい くことが大切である。

○ ドッヂボールのよ うなルールのある遊びは自分の思いや考えを出 しやすい場面になるので

よい機会 として取 り上 げてい く。

OM児 が困ったことがあって もその場か ら逃げずに友達にかかわってい くには,互 いに気持

ちを出 し合える場 を与え,解 決の場面を二人にまかせ るなど,M児 自身が考える機会をも

っ ようにすることが大切である。

OS児 か ら言葉では許 して もらえなか ったM児 にS児 の行動(M児 がいる赤組 を応援 してい

る姿)を 知 らせ,仲 直 りしようと頑張 ったM児 の気持ちを認めてい くことが大切である。

(4)指 導の在 り方

っまず きは,幼 児にとって自分の思いや欲求を相手に分か って もらえず不快感情を抱 くと

いったマイナス経験だけでな く,相 手の気持ちを読み取 り,こ だわ りの気持 ちの切 り替えを

学ぶ経験 となっている。つ まず きを,自 分の力や教師や友達の刺激や援助によって乗 り越え

る経験の積み重ねが発達を促 し,人 間関係 も深めていく。つまずきを乗 り越えなが ら変容 し

てい くための手立て として,① あきらかに幼児自身がっ まず きを意識 している場合と,② 幼

児 自身は意識 していないが,教 師がつまず きであ るととらえる場合に分けて援助の在り方を

考えた。

ア.幼 児がつまずきを意識 している場合の援助の在 り方
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○教師との信頼感を基盤に して,幼 児の特性,発 達,状 況に応 じて,直 接手を添えてできる

よう援助 したり,環 境 を整え,他 児の行動に気付かせてい く。

○ 自分で気持ちの表出が うま くで きない時,教 師は気持 ちを代弁 した り,仲 立 ちを したりし

なが ら,友 達に受け入れ られる快 さや楽 しさを知 らせてい く。

○安易に解決策だけを知 らせ るのでな く,幼 児の気持ちを見極め,共 感することによ り,幼

児の気持ちを うま く立て直 しできるよ う援助 し,時 には見守 ったりしてい く。

○友達 と遊ぶ きっかけを作 り,友 達の存在を意識 させ,遊 びの楽 しさを知 らせた りしてい く。

またイメージやルールを中心とする遊びで は,そ の過程 において 自分の思いや考えを相手

に伝え,相 手の考えに気付 き受け入れ るようにしてい く。

○幼児同士,互 いに励 まし合 ったり,友 達のよさや成長の姿が認め合えるような学級集団を

育ててい く。

イ.教 師がつまず きであるととらえる場合の援助の在 り方

O友 達関係において,友 達の存在を知 らせた り,具 体的な遊 びやルールを示 した り,場 や物

の提示等か ら,幼 児に快感情を多 く体験 させ,快 感情を積み重ねてい くことにより,違 う

行動のパターンのあることを知 らせてい く。

○幼児の興味や欲求を生か したうえで,発 達 に必要なつまず きを乗 り越え られ るように,幼

児期の発達の特性を生か した指導を心がけ,そ れをどのように伝えてい くか工夫 していく。

○幼児 にとっては,小 さなつまずきで も,気 付かずにいると大 きなっまず きとなり,乗 り越

えるのに困難を ともなう場合 もあるので,教 師は常に幼児に対する深 い理解を養 う目を も

っと共に,自 分自身の保育を振 り返ることが大切である。

IVま と め と今 後 の 課 題

幼児にとってのつまず きの意味や幼児のっまず きを教師が どのように受け止めているかにつ

いて研究を進めて きたが,教 師自身の感 じ方や価値観により,幼 児の行動の見方が大 きく異な

ることが分か った。

教師は常 に多面的な見方,考 え方を しなが ら,一 人一人の幼児理解を深め,幼 児がっ まず き

を乗 り越えようとしている姿や援助を求めているサイ ンを見逃がさないように努力 しなければ

ならないと考え る。ア ンケー ト調査,ビ デオを使 っての面接調査などの調査研究を試み,そ の

傾向や広い視野に立 った援助の在 り方を探 りたか ったが,そ の結果の生か し方や工夫が足 りな

か ったと思われる。今後 は,調 査研究での結果や実践を踏 まえ,さ らに 「主体的に生活 してい

くための指導の在 り方」にっいての研究を深あていきたい。
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